
(12) 特許協力条約に基づ て公開された国際出願
(19) 世界知的所有権機関

国際事務局
(43) 国際公開日

(10) 国際公開番号

2010 年 5 月 6 日(06.05.2010) WO 2010/050475 Al

(51) 国際特許分類 MARK); T 530004 1 大阪府大阪市 b区天神 1 2 T
G06F 3/048 (2006.01) H04M 1/00 (2006.01)
G06F 3/041 (2006.01)

目 2 番 6 号 大 l南 町ビル Osaka (JP).

(21) 国際出願番号 : PCT/JP2009/068418
(81) 定国 (表示のな 限 り、全ての種類の国内保

可 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,
(22) 国際出願日: 2009 年 10 月 27 日(27. 10.2009) BB, BG, BH, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN, Cの,

CR, CU, CZ, DE, DK, DM, Dの, DZ, EC, EE, EG, ES, FI,
(25) 国際出願の言語 日木 GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN, IS,

(26) 国際公開の言語 日木 KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR, LS,
LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW, MX,

(30) 優先権データ MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PE, PG, PH, PL,
願 2008-27601 1 2008 年 10 月 27 日(27. 10.2008) JP PT, RO, RS, RU, SC, SD, SE, SG, SK, SL, SM, ST, SV,

(71) 出願人 (米国を除 < 全ての指定 国につ1 て ) :
SY, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG, US, UZ, VC, VN,

ン
ZA, ZM, ZW.

ヤ一~ 株式会社 (SHARP KABUSHIKI KAISHA)
[JP/JP]; 〒5458522 大阪府大阪市阿倍野区長池町 (84) 国 (表示のな 限 り、全ての種類の哀域保
2 2 番 2 2 号 Osaka (JP). 可 ) : ARIPO (BW, GH, GM, KE, LS, MW, MZ,

(72) 発明者 ; および
NA, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), --L ー ラ シ ア

(75) 発明者/出願人
(HONDA, Toshiy

体国につ1 てのみ) : 木多 俊之
(AM, AZ, BY, KG, KZ, MD, RU, TJ, TM), ヨーロツパ

uki). 速水 秀 t (HAYAMI, Hi e-
(AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR, GB,
GR, HR, HU, IE, IS, IT, LT, LU, LV, MC, MK, MT, NL,

㈹・ NO, PL, PT, RO, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI (BF, BJ,

(74) 理人 : 特許業務法人原謙三国際特許事務所 CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR, NE, SN,

(HARAKENZO WORLD PATENT & TRADE¬ TD, TG).

[続葉有 ]

(54) Title: DISPLAY DEVICE, AND PORTABLE TERMINAL

(54) 発明の名称 : 表示装置、携帯 末

(57) Abstract: Disclosed is a display device,
comprising a timer (106), which measures time
at a point when a touch commences and is de
tected upon a touch panel (104), a display con
trol unit (102), which acquires coordinate in for
mation upon a display (101) that corresponds to
the position of the touch upon the touch panel
(104), a control unit ( 113), which derives a de
gree of dragging of the position of the touch
from the coordinate information acquired by
the display control unit (102), and an enlarged
display control unit ( 111), which, when the
time measured by the timer (106) exceeds a
preset time, and the degree of dragging of the
position of the touch that is derived by the con
trol unit ( 113) falls within a preset range, dis
plays upon the display (101), at a position other
than the position of the touch, in an enlarged
manner, a predetermined region centered upon
coordinates that the coordinate information des
ignates. A display device with a small screen,
such as a portable terminal, thereby facilitates
reliable selection of a desired link, while also
keeping track of an entire browser window.

(57) :



添付公開書類
国際調査報告 条約第 2 1条 (3))

本発明の表示装置は、タッチパネル O 4 ) のタ ッチが検知 されたタッチ開始からの時間を計測す
るタイマ 1 O 6 ) と、タ ッチパネル 0 4 ) ± のタッチ位置に対応するデ ィスフレイ ( 1 0 1 ) に
おげる座標情報を取得するディス フレイ制御部 ( 1 0 2 ) と、上記ディスフレイ制御部 1 0 2 ) によ
り取得 された座標情報からタ ッチ位置の移動量を求める制御部 ( 1 1 3 ) と、上記 タイマ ( 1 0 6 ) に
よる計測時間が予め設定 した時間を越え、且つ、上記制御部 ( 1 1 3 ) によるタッチ位置の移動量が予
め設定 した移動量の範囲内であるとき、上記ディスフレイ 1 O 1 ) におげる上記 タッチ位置とは別の
位置に、上記座標情報が示す座標 を中心にして予め定めた範囲内の領域 を拡大 して表示する拡大表示制
御部 ( 1 1 1 ) とを備 える。 これによ り、携帯端末のよ な小さな画面の表示装置であっても、ブラウ
ザ画面全体を把握 しなが ら、目的とするリンクを確実に選択できる表示装置を実現する。



明 細 書

発明の名称 : 表示装置、携帯端末

技術分野
０００ 本発明は、タ ッチパネルを搭載する表示装置に関するものである。

背景技術

０００ 近年、タ ッチパネルを搭載する表示装置が広 く使われている。例えば特許

文献 「に開示されたタ ッチパネルを挙げることができる。

０００3 一般に、タ ッチパネルを搭載 した表示装置において、例えばインターネッ
トのブラウザ画面を表示 した場合、画面のリンク先をユーザがタ ッチするこ

とで、リンク先の情報をインターネットを介 して取得 してブラウザ画面に表

示させている。

先行技術文献

特許文献

０００ 特許文献 : 日木国公開特許公報 「特開 2 ００7 7 6 2 号 ( 年 「

月 「 「日公開) 」

発明が解決 しようとする課題

０００ ところで、タ ッチパネルを搭載 した表示装置を携帯端末に適用する例が増

えつつある。

０００ しかしながら、携帯端末の場合、表示装置における表示領域が小さ く、イ

ンターネットのブラウザ画面を表示 し、リンクをユーザが指でタ ッチ して指

定するときに、目的のリンクをぅま く タ ッチできないといぅ問題が生 じる。

０００ そこで、通常、上記のょぅな表示画面が小さい場合には、ユーザが指で適

切にタ ッチできるょぅに、画面内の表示全体を拡大することが行われている

。 この場合、画面内の表示全体を拡大するので、小さな画面では全体を把握

することは難 しい。 このため、携帯端末のょぅな小さな画面の表示装置では

、ブラウザ画面全体を把握 しながら、目的とする リンクを指にょりタ ッチ し



て適切に指定することが難 しいという問題が生 じる。

０００8 本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、携帯

端末のような小さな画面の表示装置であっても、ブラウザ画面全体を把握 し

ながら、目的とする リンクを確実に選択できる表示装置を実現することにあ

る。

課題を解決するための手段

０００ 本発明に係る表示装置は、上記課題を解決するために、表示パネル上にタ

ッチパネルを重ねて配置 した表示装置において、上記タ ッチパネルにおいて

タ ッチされたことを検知するタ ッチ検知手段と、上記タ ッチ検知手段によっ

て検知されたタ ッチ開始からの時間を計測するタイマと、上記タ ッチ検知手

段によって検知されたタ ッチパネル上のタ ッチ位置に対応する上記表示パネ

ルにおける座標情報を取得する座標情報取得手段と、上記座標情報取得手段

によ り取得された座標情報からタ ッチ位置の移動量を求める移動量演算手段

と、上記タイマによる計測時間が予め設定 した時間を越え、且つ、上記移動

量演算手段によるタ ッチ位置の移動量が予め設定 した移動量の範囲内である

とき、上記表示パネルにおける上記タ ッチ位置とは別の位置に、上記座標情

報が示す座標を中心にして予め定めた範囲内の領域を拡大 して表示する拡大

表示手段とを備えていることを特徴 としている。

０００ ここで、上記の拡大表示手段における拡大表示する際の判断基準となる、

上記の予め設定 した時間、予め設定 した移動量は、任意に設定可能である。

つま り、これらの値は、表示装置を設計する際に、ユーザがどの程度のタ ッ

チ時間を継続 したときに、拡大表示されるのが違和感がないか等の様々な要

素を考慮 して決定 されるべき値である。

００ 従って、タイマによる計測時間が予め設定 した時間を越えたときとは、ユ

ーザがタ ッチパネルをタ ッチ してからの経過時間がある程度継続 した長さに

なったことを示 している。また、移動量演算手段によるタ ッチ位置の移動量

が予め設定 した移動量の範囲内であるときとは、ユーザがタ ッチパネルにタ

ッチ してから最初のタ ッチ位置を中心にして、殆ど移動 していないことを示



している。つま り、ここでは、ユーザがタ ッチパネルをタ ッチ した際に、最

初のタ ッチを開始 してからある程度の時間を経過するまで、最初のタ ッチ位

置から殆ど動いていない場合に、タ ッチされた位置を含めて予め定めた範囲

内の領域をこのタ ッチ位置とは別の位置で拡大表示させるようになる。

００ また、上記の拡大対象となる表示領域の範囲についても、任意に決定する

ことができる。例えば、表示パネルの全表示領域の大きさによって、タ ッチ

動作による拡大表示の領域の範囲を決定するのが好ましい。

００ 3 従って、上記の構成によれば、ユーザは、タ ッチパネルの所望する位置を

一定時間タ ッチ し続けることで、上記タ ッチ位置に対応する表示パネル上の

タ ッチ位置に対応する領域を含む範囲を拡大表示させることができる。

００ これによ り、表示パネルの画面全体を拡大することな く、ユーザがタ ッチ

した領域周辺を拡大表示 しているので、画面全体を把握 しながら、ユーザは

タ ッチするだけで、目的とする表示 ( リンク ) を含む領域を確実に選択する

ことができる。

００ また、携帯端末のように小さな表示画面において、ユーザが指でタ ッチ し

た領域は指の影にな り確認 しづらいが、上記のように、指でタ ッチ している

領域を拡大表示 しているので、ユーザが指でタ ッチ した領域の表示内容の確

認も確実に行える。

発明の効果

００ 本発明に係る表示装置は、以上のように、表示パネル上にタ ッチパネルを

重ねて配置 した表示装置において、上記タ ッチパネルにおいてタ ッチされた

ことを検知するタ ッチ検知手段と、上記タ ッチ検知手段によって検知された

タ ッチ開始からの時間を計測するタイマと、上記タ ッチ検知手段によって検

知されたタ ッチパネル上のタ ッチ位置に対応する上記表示パネルにおける座

標情報を取得する座標情報取得手段と、上記座標情報取得手段によ り取得さ

れた座標情報からタ ッチ位置の移動量を求める移動量演算手段と、上記タイ

マによる計測時間が予め設定 した時間を越え、且つ、上記移動量演算手段に

よるタ ッチ位置の移動量が予め設定 した移動量の範囲内であるとき、上記表



示パネルにおける上記タ ッチ位置とは別の位置に、上記座標情報が示す座標

を中心にして予め定めた範囲内の領域を拡大して表示する拡大表示手段とを

備えていることで、表示パネルの画面全体を拡大することな く、ユーザがタ

ツチ した領域周辺を拡大表示 しているので、画面全体を把握 しながら、ユー

ザはタ ッチするだけで、目的とする表示 ( リンク ) を含む領域を確実に選択

することができるという効果を奏する。

図面の簡単な説明

００ 図 本発明の実施形態を示すものであり、携帯電話の要部構成を示すブロッ

ク図である。

図 図 「に示す携帯電話におけるパニングモー ドを説明するための図である

図3 図 「に示す携帯電話における部分拡大表示モー ドを説明するための図で

ある。

図 (a ) 図 「に示す携帯電話の概観を示す斜視図である。

図 図 「に示す携帯電話の概観を示す斜視図である。

図 図 「に示す携帯電話のハー ドウェア構成を示す概略ブロックである。

図 図 「に示す携帯電話のソフ トウェア構成を示す概略ブロックである。

図 図 「に示す携帯電話におけるタ ッチ動作の処理の流れを示すフローチヤ

ー トである。

図 図 「に示す携帯電話におけるタ ッチ動作の処理の流れを示す他の例のフ

ローチヤー トである。

発明を実施するための形態

００ 8 本発明の一実施の形態について説明すれば、以下の通 りである。なお、木

実施の形態では、画像表示装置を携帯電話に搭載 した場合の例について説明

する。

００ 図 ( a ) 及び図 ( b ) は、上記構成の画像表示装置を備えた携帯電話

「の概観を示す図である。

０００ ｱ記携帯電話 「は、図 ( a ) 及び図 ( b ) に示すように、第 「僅体 「



と第 2 僅体 2 ０とが矢 Y 方向に互いにスライ ド可能に設けられたスラ

イ ド方式の携帯電話である。 この携帯電話 「は、通常の電話機能、メール送

受信機能の他に、インターネット接続機能、ワンセグ受信機能、動画再生機

能、音楽再生機能、テ レビ電話機能等の様々なマルチメディア機能を搭載 し

ているものとする。

００ ここで、上記携帯電話 「において、図 ( a ) に示す状態、すなわち、第

「僅体 「０と第 2 僅体 2 ０とが完全に重なった状態を第 「状態とし、図 (

b ) に示すように、第 「僅体 「０と第 2 僅体 2 ０とがスライ ド移動 した状態

を第 2 状態とする。

００ 例えば、上記携帯電話 「の電話機能、メール送受信機能を利用する場合に

は、図 ( a ) に示す第 「状態が待ち受け状態、図 ( b ) に示す第 2 状態

が通話 (メール操 ) 状態となる。また、ワンセグ受信機能等のマルチメデ

ィア機能を利用する場合には、主に、図 ( a ) に示す第 「状態での利用と

なる。

００ 3 ｱ 第 「僅体 「０は、携帯電話本体となる木体部を構成するものであり、

図 ( b ) に示すように、上記第 2 僅体 2 ０に対 してスライ ド移動 したとき

に、露出した面を操作面 「０a としている。

００ この操作面 「０a には、電話機能、メール送受信機能等の携帯電話 「の機

能を実現する際に必要な操作キ一群が配置されている。 これら操作キ一群が

人カインターフェース として機能する。

００ また、上記第 2 僅体 2 ０は、携帯電話 「において表示可能な情報 (電話番

号、動画、静止画、インターネットのブラウザ画面等 ) を表示する画像表示

部を構成するものであり、さらに、第 2 僅体 2 ０の表示面 2 はユーザが

直接指などでタ ッチ して各種操作が行えるタ ッチパネルを用いた操作面を構

成 している。

００ このように、上記携帯電話 「では、第 「僅体 「０の操作面 「０a に配置さ

れた操作キ一群以外の人カインターフェース として、第 2 僅体 2 ０の表示面

2 にタ ッチパネルを採用 している。 これによ り、携帯電話 「を、図



a ) に示す第 「状態でもユーザが操作できるようになっている。なお、この

第 2 僅体 2 ０の表示面 2 を操作面として使用する場合、主に、図 ( a

) に示すように、第 「僅体 「０に第 2 僅体 2 ０を完全に重ね合わせた第 「状

態で使用するが、これに限定 されるものではない。

００ 携帯電話 「は、図 に示すように、ディス プレイ (表示パネル ) 「０「、

C U ０「、R O 2 ０ R A 2 ０3 、キー 「 「 、タ ッチパネル 「

０ 、モーシ ョンセンサー 「 「 、タイマ 「０6 、通信部 「０7 を含んでい

る。

００ 8 上記のキー 「 「 、タ ッチパネル 「０ 、モーシ ョンセンサー 「 「 は、

ユーザ人力や操作を検出するためのデバイスである。

００ 上記タイマ 「０6 は、処理に掛かる時間を計測するためのデバイスである

０００ 上記通信部 「０7 は、ネットワークデータ通信や電話接続を実施するため

のデバイスである。

００3 ｱ ディス プレイ 「０「は、機器の内部処理の結果をユーザに表示 して提

示するためのデバイスである。

００3 C P U 2 ０「は、上記の各デバイスを制御するデバイスである。

００33 ｱ R O ０ は、ｱ 2 ０「における制御に必要となる手続 (

プログラム等 ) を格納するための記憶デバイスであり、ｱ R A ０3 は

ｱ C U ０「による制御が実行されるときに処理内容を一時的に格納

するための記憶デバイスである。

００3 図 6 は、上記ハー ドウェア構成の携帯電話 「における各デバイスの制御を

行 う際に、ｱ C U ０「が機能するブロックを示す機能ブロック図であ

る。

００3 ｱ C P ０「は、図 6 に示すように、人力 ・操作検出部 2 「 「、ネッ
トワーク管理部 2 「 2 、時間管理部 2 「 3 、処理実行部 2 「 、拡大窓制御

部 2 「 、画面回転制御部 2 「 6 、ぺ一ジ情報作成部 2 「 7 、画面情報蓄積

部 2 「 8 、画面表示制御部 2 「 9 を含んでいる。 これらの各部における機能



を実行させるためのプログラムは、ｱ R O ０ に格納され、ｱ
U ０「によって必要に応 じて読み出され、上記の各部における機能を実行

させるようになっている。

００3 上記入力 ・操作検出部 2 「 「は、ユーザが上述 したキー 「 「 、タ ッチパ

ネル 「０ 、モーシ ョンセンサー 「 「 を操作 したことを検出し、決められ

た形式に従ってその情報を、処理実行部 2 「 に引き渡すようになっている

００3 ｱ記ネットワーク管理部 2 「 2 は、上述の通信部 「０7から受信 した情報

を決められた形式に従って処理実行部 2 「 に引き渡 し、また、処理実行部

2 「 からの要求に応 じて次の情報を上記通信部 「０7から取得するように

なっている。

００3 ｱ記時間管理部 2 「 3 は、上記処理実行部 2 「 からの要求に応 じて上述

したタイマ 「０6 を使 って時間経過を監視 し、要求のあった刻限になると処

理実行部 2 「 にその旨を通知する。

００3 ｱ記処理実行部 2 「 は、上記入力 ・操作検出部 2 「 「、ネットワーク管

理部 2 「 2 、時間管理部 2 「 3 から通知される情報を基に、実行すべき処理

を決定する。そして、必要な制御 ・管理部 (拡大窓制御部 2 「 、画面回転

制御部 2 「 6 、ぺ一ジ情報作成部 2 「 7 ) に処理要求を行 う。

０００ 上記拡大窓制御部 2 「 は、処理実行部 2 「 からの要求に応 じ、拡大窓

の表示 ・消去 ・表示の更新を行 う。 このために必要となる画面表示情報を画

面情報蓄積部 2 「 8 に蓄積する。

００ 上記画面回転制御部 2 「 6 は、処理実行部 2 「 からの要求に応 じ、縦画

面 ・横画面の表示切替制御を行 う。表示切替が発生する時は、その画面表示

情報を作成 して画面情報蓄積部 2 「 8 に蓄積する。

００ ｱ記ぺ一ジ情報作成部 2 「 7 は、処理実行部 2 「 からの要求に応 じ、ネ

ットワークから受信 したW 三 日ぺ一ジ情報を解析 し、画面表示情報を作成す

る。作成 した画面表示情報を画面情報蓄積部 2 8 に蓄積する。

００ 3 ｱ 画面情報蓄積部 2 「 8 は、各制御部からの要求に応 じて画面表示情報



を内部に蓄積する。また外部から要求があった場合は、蓄積 した画面表示情

報を提供する。

００ ｱ 画面表示制御部 2 1 9 は、上記画面情報蓄積部 2 1 8 に蓄積された画

面表示情報をディス プレイ 「０「に転送 し、転送 した表示情報に応 じた画面

表示を行わせる。

００ ｱ 構成の携帯電話 「では、例えばブラウザ画面を表示 しているときに、

ユーザの操作性を考慮 した処理が施される。例えば第 「状態において、表示

面 2 にブラウザ画面が表示されているとき、当該ブラウザ画面上で、タ

ッチダウンしたまま指を動かさない時は、タ ッチ している領域を部分拡大 (

2 倍 ) して専用の表示窓に表示する。そして、そのまま指を ドラッグすると

、タ ッチ している地点の移動に応 じて表示窓の表示内容を更新する。

００ ここで、 ドラッグしたままブラウザ画面の画面端 (またはフレーム端 ) に

移動 し、その位置でタ ッチ したまま停止 した場合は、直前の ドラッグ操作を

継続 して画面スク ロールを行 う。 この表示窓の中央にポインタを表示 し、ポ

インタが要素上にある状態でタ ッチアップすると、その要素に対 して決定処

理を実行する。つま り、タ ッチアップ した場所にアンカー要素 ( リンク先 )

が存在 した場合は、それを選択することになる。

００ 以下に木携帯電話 「においてインターネット接続機能を利用 した場合の表

示例について説明する。 ここで、インターネット接続機能とは、当該携帯電

話 「において使用可能なブラウザを表示面 2 ０aｱに表示させる機能である

。なお、本実施の形態に係る携帯電話 「では、タ ッチパネルを採用 している

ので、ブラウザ画面のスク ロール動作や、リンク先の指定選択等はユーザが

タ ッチパネルをタ ッチ して直接行 うようになっている。

００ 8 つま り、上記携帯電話 「においては、ブラウザ画面のスク ロール動作を行

うパニングモー ドと、リンク先の指定選択を行 うための部分拡大表示モー ド

とが切 り替えて実行可能になっている。

００ 以下に、本実施の形態に係る携帯電話 「におけるブラウザ画面に対する操

作処理について、簡単に説明する。



０００ 図 2 の ( a ) ～ ( d ) は、携帯電話 「の表示面 2 に表示されたブラウ

ザ画面におけるパニングモー ド処理の流れを示 している。

００ ドラッグ開始時の方向が上下左右の方向であった場合、以降の ドラッグは

タ ッチアップするまでは上下または左右に固定 してパニング処理を行 う。例

えば、図 2 の ( a ) に示す状態から図 2 の ( b ) に示す状態になるようにパ

ニング処理を行 う。

００ また、 ドラッヴ開始時の方向が斜め 方向であった場合、自由方向へのパ

ニングを許 し、 ドラッグで通知された方向にそのままパニングする。例えば

、図 2 の ( c ) に示す状態から図 2 の ( d ) に示す状態になるようにパニン

グ処理を行 う。

００ 3 ここでは、何れの場合 も、ブラウザ画面 2 1 をタ ッチ しているポイン トP

のタ ッチ時間は、予め設定 した時間よ りも短い場合である。タ ッチ位置が殆

ど変わらず、上記の予め設定 した時間よ りも長 くなれば (長タ ッチ状態 ) 、

以下の部分拡大表示モー ドが実行される。

００ このように、上記パニングモー ドと部分拡大表示モー ドは、ブラウザ画面

2 「をタ ッチ し始めてからの、タ ッチ継続時間とタ ッチ位置の移動量とで切

り替えられる。

００ すなわち、上記の拡大表示手段における拡大表示する際の判断基準となる

、上記の予め設定 した時間、予め設定 した移動量は、任意に設定可能である

。つま り、これらの値は、表示装置を設計する際に、ユーザがどの程度のタ

ッチ時間を継続 したときに、拡大表示されるのが違和感がないか等の様々な

要素を考慮 して決定 されるべき値である。

００ 従って、タイマによる計測時間が予め設定 した時間を越えたときとは、ユ

ーザがタ ッチパネルをタ ッチ してからの経過時間がある程度継続 した長さに

なったことを示 している。また、移動量演算手段によるタ ッチ位置の移動量

が予め設定 した移動量の範囲内であるときとは、ユーザがタ ッチパネルにタ

ッチ してから最初のタ ツチ位置を中心にして、殆ど移動 していないことを示

している。つま り、ここでは、ユーザがタ ッチパネルをタ ッチ した際に、最



初のタ ッチを開始 してからある程度の時間を経過するまで、最初のタ ッチ位

置から殆ど動いていない場合に、タ ッチされた位置を含めて予め定めた範囲

内の領域をこのタ ッチ位置とは別の位置で拡大表示させるようになる。 この

ように、両基準を満たした場合を上述 した長タ ッチ状態とする。

００ 図 3 の ( a ) ～ ( ) は、携帯電話 「の表示面 2 に表示されたブラウ

ザ画面における部分拡大表示モー ド処理の流れを示 している。

００ 8 図 3 の ( a は、ユーザがブラウザの画面のある地点を長タ ッチ している

状態を示す図である。 ここでは、長タ ッチとは、ブラウザの画面をタ ッチ し

続けている時間が、予め設定 した時間よ りも長 くなった場合を示す。

００ 図 3 の ( b ) は、図 3 の ( a ) に示す長タ ッチ した結果、タ ッチ している

ポイン トP を中心にしたある範囲を拡大表示 した状態を示す図である。 ここ

では、長タ ッチ したポイン トP を拡大 した画面を示す表示枠 (以下、拡大窓

と称する) a がブラウザ画面 2 1 上に表示された状態を示 している。

０００ ここで、上記拡大窓 2 a の表示位置は、タ ッチ しているポイン トP の近

傍に表示させるのが好ましいが、特に限定 されるものではない。

００ 図 3 の ( c ) は、図 3 の ( b ) に示 した拡大窓 2 a を表示させた状態で

、ユーザが指を矢印方向に移動すると、拡大窓 2 a 内の表示も指の移動位

置に合わせて更新されている状態を示す図である。

００ 図 3 の ( d ) は、ブラウザ画面 2 1 上のリンクが張 られた領域に指が載 り

、該当する リンクがフオーカス されている状態 (ポインタが リンクを指 して

いる状態 ) を示す図である。 この場合、フオーカス位置は、拡大窓 2 a の

中央位置に固定 されているものとする。つま り、拡大窓 2 a はブラウザ画

面 2 1 上で固定 されたまま、拡大窓 2 a 内の表示内容が次々と変化 して リ

ンクが中央位置に来るとフオーカス されている状態、すなわち選択可能状態

に変化する。

００ 3 図 3 の ( e ) は、図 3 の ( d ) に示す状態でフリック (指をすばやく弾 く

して拡大窓 2 a の表示を解除した状態を示す図である。 このフリッウの

判断は、指の移動速度から判断する。つま り、移動速度が一定以上であれば



、フリックであると判断する。

００ なお、上記フリックのほかに、別の指によってブラウザ画面 2 1の任意の

点をタ ッチすることによって、上記拡大窓 2 a の表示を解除するようにし

てもよい。

００ さらに、上記の解除方法としては、携帯電話 「を傾ける、すなわちモーシ

ョンセンサー 1 1 による検知信号によ り拡大表示制御部 (拡大表示手段 )

「 「 「に対 して拡大表示の解除を指示するようにしてもよい。

００ また、図3の ( f ) は、図3の ( d ) に示す状態で指をブラウザ画面 2 1

から離 した直後の状態を示す図である。 このとき、ブラウザ制御部 (後述す

る) は、リンク先のデータの読み込み中である。

００ 図3の ( ) は、図3の ( f ) に示す状態からリンク選択を解除した状態

を示す図である。

００ 8 一方、図3の ( ) は、図3の ( f ) に示す状態から、リンク先のぺ一ジ

をブラウザ画面 2 1 に表示 した状態を示す図である。

００ 上記の処理を実行するためのハー ドウェア構成及びソフ トウェア構成につ

いて以下に説明する。

０００ 図 「は、本実施の形態に係る携帯電話 「の概略構成ブロック図である。

００ ｱ 携帯電話 「は、ディス プレイ 「０「、ディス プレイ制御部 「０ 、v
RA ０3 、タ ッチパネル 「０ 、タ ッチパネル制御部 (タ ッチ検知手段

) 「０ 、タイマー 「０6 、通信部 「０7 、ブラウザ 「０8 、フレームバッ

ファ「０9 、ブラウザ制御部 ( リンク情報取得手段 ) 「 「０、拡大表示制御

部 「 「 「、タ ッチパネル状態記憶部 1 1 2、制御部 (座標情報取得手段、移

動量演算手段 ) 「 1 3 ( c U ０「) を含んでいる。

００ ｱ ディス プレイ 「０「は、ディス プレイ制御部 「０ がvRA ０3

から読み出した画面イメージを表示する表示デバイスであり、液晶表示パネ

ル、有機 三 」( l c ro L U sc nc ) パネル等の薄膜表示パネルからなっ

ている。

００ ｱ タ ッチパネル 「０ は、上記ディス プレイ 「０「に重なるように配置



され、ユーザの押す、なぞる、離すといった操作を検出するためのセンサー

デバイス として機能 している。

００ ｱ タ ッチパネル制御部 「０ は、上記タイマー 「０6から通知される一

定の間隔でタ ッチパネル 「０ の状態を監視 し、タ ッチパネル 「０ が押さ

れているか否か、および、押されている座標がタ ッチパネル 「０ ｱのどこ

であるかの情報を読み取 り、タ ッチパネル状態記憶部 「 「 2 に情報を保持す

る。

００ また、上記タ ッチパネル制御部 「０ は、前回タ ッチパネル状態記憶部 「

「 2 に保持されている情報と新たに読み取った情報とを比較 し、押されてい

ない状態から押された状態に変化 した場合はタ ッチダウンのイベン トを座標

とともにブラウザ制御部 「 「０に通知する。同様に、押された状態が継続 し

ている場合は連続押下のイベン トを、押された状態から押されていない状態

に変化 した場合はタ ッチアップのイベン トを、座標 とともにブラウザ制御部

「 「０に通知する。

００ 上記通信部 「０7 は、 等、インターネットのプロ トコルに従い、

H T 」、スタイルシー ト、スク リプ トや画像等のデータを取得 し、上記ブ

ラウザ 「０8 にデータを渡すようになっている。

００ 上記ブラウザ 「０8 は、H T 」、スタイルシー ト、スク リプ ト等の解釈

を行 う機能を備え、上記通信部 「０7から渡されたデータを解析 し、解析結

果を画面イメージとしてフレームバッファ「０9 に保存する。また、ブラウ

ザ制御部 「 「０からスク ロールが指示された場合は、スク ロール した画面イ

メージを生成 し、ポインタの移動が通知された場合は、ポインタの座標に対

応するスク リプ トの実行やスタイルの変更を行 う。

００ 8 上記ブラウザ制御部 「 「０は、上記ブラウザ 「０8の起動、終了や、通信

の開始、ユーザ人力の通知を行い、その結果生成されたフレームバッファ「

０9 の画面イメージをV R A 「０3 に転送する。

００ 9 また、ブラウザ制御部 ０は、上記タ ッチパネル市 徒 き卜 ０ から通知

されるイベン ト、座標に基づいてブラウザ 「０8 を制御する。タ ッチパネル



制御部 「０ からタ ッチダウンのイベン トが通知され、その後で通知される

座標がタ ッチダウン時の座標から特定の距離以上である場合、ブラウザ制御

部 「 「０は、ユーザがなぞる操作を行ったと判断 し、ブラウザ 「０8へなぞ

った方向へのスク ロールを指示する。

００8０ 上記タ ッチパネル制御部 「０ から通知される座標がタ ッチダウン時の座

標から特定の距離未満に収まっている状態が特定の時間以上継続 した場合、

ブラウザ制御部 「 「０は、ユーザがタ ッチパネル 「０ ｱの一点を押 し続け

る動作を行っていると判断 し、拡大表示制御部 「 「 「に対 して、押されてい

る箇所の拡大表示を指示する。また、拡大表示中にタ ッチパネル制御部 「０

から押下位置の移動が通知された場合は、拡大表示対象の座標 も合わせて

移動 し、ブラウザ 「０8 に対 しては、ポインタの移動を通知する。

００8 ｱ 拡大表示制御部 「 「 「は、ブラウザ 「０8がフレームバッファ「０9

上に生成する画面イメージにおいて、上記ブラウザ制御部 「 「０から通知さ

れた座標に対応する箇所の周辺を拡大 した拡大イメージを生成 し、元の画面

イメージと合成 したものをv R A ０3ｱに書き込む。

００8 また、制御部 1 1 3 は、電源制御等、装置全体の制御を行 う制御デバイス

であり、上述 したc U ０「に含まれている。

００8 本発明では、上述 したように、 ( 「) 表示画面をなぞった方向に画面をス

ク ロールさせる動作 (パニングモー ド) と、 ( 2 ) ブラウザ画面上にポイン

タを移動させた場合 と同様に、コ ンテンツに対 して、ポインタの座標の変化

を通知する動作 (S 分拡大表示モー ド) との 2 つの動作のいずれもタ ッチパ

ネルをなぞる操作に割 り当てている。

００8 このため、タイマ 「０6 によ り、ユーザがタ ッチパネル 「０ を押下 して

からの座標を一定の時間追跡 し、座標の移動が一定の閾値以上であった場合

は、スク ロール動作を割 り当て、ユーザがなぞった座標の変化に合わせて画

面をスク ロールさせる。また、座標の移動が一定の閾値未満であった場合は

、スク ロール動作ではな く、ポインタの移動動作に割 り当て、上記一定の時

間経過後にユーザがなぞる操作を行った場合 (タ ッチパネル 「０ が押下さ



れている座標が変化 した場合 ) は、コ ンテンツに対 してポインタの座標の変化

を通知する。

００8 また、本発明では、図 3 の ( a ) ～ ( ) に示すように、さらに、上記ポ

インタの移動動作に割 り当てる状態に切 り替わる際、ユーザがなぞっている

位置を、なぞっている位置とは別の場所に表示する機能を有する。そして、

ユーザがなぞっている位置を別の場所に表示する際、拡大 して表示する機能

も有する。

００8 上記の処理の流れについて、図 7 に示すフローチヤー トを参照 しながら以

下に説明する。

００8 まず、ユーザがタ ッチパネル 「０ を押下する (ステップ 1 ０「) 。

００88 そして、ユーザのタ ッチパネル 「０ への神下から一定期間経過後の移動

量が閾値以上であるか否かを判定する (ステップ s ０ ) 。 ここで、移動

量の閾値は、上述 した予め設定 した時間をいう。

００8 ステップ s ０ において、閾値以上である ( Y e ) と判定 されれば、

ユーザのタ ッチ移動の移動方向に合せて画面をスク ロールさせる (ステップ

s 「０3 ) 。そして、ユーザがタ ッチパネル 「０ の神下をやめる (離す)

(ステップ s ０ ) ことによ り、画面のスク ロールを終了する (ステップ

s ０ )

０００ ここまでが、タ ッチパネル 「０ をなぞることによ り、画面をスク ロール

させるパニングモー ドの処理である。

００ 方、ステップ s ０ において、閾値以上でない ( N ) と判定 されれ

ば、ユーザがなぞっている位置を拡大表示する (ステップ s ０6 ) 。そし

て、ユーザがタ ッチパネル 「０ の神下位置を移動 (なぞる) (ステップ s

1 ０7 ) ことによ り、コ ンテンツに移動座標を通知する (ステップ s ０8

００ 続いて、ユーザがタ ッチパネル 「０ の神下をやめる (離す) (ステップ

s 「０9 ) ことによ り、コ ンテンツにク リック動作を通知する (ステップ s

「 「０) 。 ここでは、 C等においてマウスでカーソルを移動させて所望す



る位置にカーソルを持ってきたときにク リックする動作 (ク リック動 ) と

同 じことを、ユーザがタ ッチパネルへの神下をやめることで実現 している。

００ 3 ここまでが、タ ッチパネル 「０ をなぞることによ り、画面を部分拡大表

示させる部分拡大表示モー ドの処理である。

００ 図 8 は、本発明において、タ ッチパネル上で同 じ箇所を押下 し続けると徐

々に拡大率が上がる機能を備える場合の動作を説明するフローチヤー トであ

る。

００ まず、ステップ s ０「において、タ ッチパネル制御部 「０ からタ ッチ

パネルの連続押下が座標 とともにブラウザ制御部 「 「０に通知されると、ス

テップ s ０ において、ブラウザ制御部 「 「０は、前回押下位置からの移

動量が閾値以上であるか否かの判定を行 う。

００ ステップ s ０ における判定において、閾値未満であると判定 された場

合 ( N ) 、ステップ s ０3 に移行 して、現在、押下位置の拡大表示を行

っているか否かの判定を行 う。

００ ステップ s ０3 において拡大表示中でないと判定 された場合 ( N )

ステップ s ０ に移行 して、初回押下からの経過時間が閾値以上であれば

、押下位置の周辺を拡大 して表示する (ステップ s ０6 ) 。 ここでは、タ

ッチパネル制御部 「０ からタ ッチダウンが通知された時刻から現在時刻ま

での時間を算出し、特定の時間以上経過 している場合は、拡大表示制御部 「

「 「に対 して、押されている箇所の拡大表示を指示する。 も し、ステップ s

2 ０ において、初回押下からの経過時間が閾値以上でなければ、そのまま

何も しない (ステップ s ０7 ) o

００ 一方、ステップ s ０3 において、拡大表示中であると判定 されれば、拡

大倍率を上げる (ステップ s ０ ) 。例えば、初期拡大倍率が 2 倍であっ

た場合、連続押下を検出する度に 2 ・ 1 倍、 2 ・ 2 倍、 2 ・ 3 倍、 のよう

に徐々に拡大倍率を上げる。

００ また、ステップ s ０ において、前回押下位置からの移動量が閾値以上

である場合 ( Y e ) 、すなわちブラウザ画面をスク ロールさせている状態



である場合、拡大表示中であるか否かを判定する (ステップ s ０8 ) o

０００ ステップ s ０8 において、スク ロール中のブラウザ画面が拡大表示中で

あると判定 されれば、ブラウザ制御部 「 「０は、拡大表示制御部 「 「 「に対

して、押下座標の移動に合わせて拡大表示対象の座標の移動を指示 し、ブラ

ウザ 「０8 に対 しては、ポインタの移動を通知する (ステップ s 1 ０)

００ 方、ステップ s ０8 において、拡大表示中でないと判断された場合は

、ブラウザ制御部 「 「０は、ブラウザ 「０8 に対 して、押下座標の移動に合

わせてスク ロールを指示する (ステップ s ０9 ) 。例えば、押下座標が上

から下に移動 した場合は、表示 している箇所も上から下に移動するようにス

ク ロールを指示する。

００ 以上のように、上記構成の携帯電話 「によれば、ユーザはタ ッチパネルを

押 し続けるという簡単な操作で 2 種類の動作 (パニングモー ドと部分拡大表

示モー ド) を切 り替えることができる。また、タ ッチパネル上に動作を切 り

替えるためのボタン等、特別な領域を設ける必要がないため、コ ンテンツの

表示の障害となることがない。

００3 さらに、ユーザは動作の切 り替わりを識別できると同時に、指等で隠れて

確認が困難な領域を容易に視認することができる。

００ また、携帯電話 「のような高精細な液晶を持つ端末でも、拡大表示によっ

て、ユーザは選択 している箇所を容易に視認することができる。

００ また、上記構成の携帯電話 「において、拡大表示制御部 「 「 「 (拡大表示

手段 ) は、領域の拡大表示中に、タ ッチパネル制御部 「０ (タ ッチ検知手

段 ) によ り、上記タ ッチパネル 「０ ｱのタ ッチが解除されたことを検知 し

たとき、当該領域の拡大表示を解除するようにしてもよい。

００ これによ り、ユーザは、タ ッチパネル 「０ をタ ッチ し続けている間、拡

大表示を行 うので、指でタ ッチパネル 「０ ｱをなぞれば、指の軌跡に対応

して拡大表示される領域が変化するようになる。従って、ユーザは、一度拡

大表示させれば、後は指をタ ッチパネル 「０ から離さないようにして該タ

ッチパネル 「０ をなぞるようにするだけで、表示画面を拡大表示で確認す



ることが可能となる。

００ ｱ 表示パネル 「０「 (ディス プレイパネル ) に表示されている画像に含

まれている リンクを選択 したときに、選択 したリンクに対応付けられた情報

を取得するブラウザ制御部 「 「０ ( リンク情報取得手段 ) をさらに備え、上

記 リンク情報取得手段は、上記拡大表示制御部 「 「 「によ り、拡大表示され

ている領域に含まれる リンクが選択可能状態で、当該拡大表示が解除された

とき、上記 リンクに対応付けられた情報を取得するようにしてもよい。

００8 これによ り、携帯端末のような小さな画面の表示装置であっても、ブラウ

ザ画面全体を把握 しながら、目的とする リンクを確実に選択できる。

００ ｱ リンク情報取得手段は、上記拡大表示中の領域の予め設定 した位置に

、リンクが移動 したときに、当該 リンクが選択可能状態であると判断するよ

うにしてもよい。

０ ０ 例えば、拡大表示の表示枠の中央にポインタに相当する選択指示を設定す

れば、拡大表示された領域に含まれる リンクが上記表示枠の中央に位置 した

ときにリンクが選択可能状態とな り、そのときに、ユーザがタ ッチ動作を解

除すれば、選択されたリンクに対応 した情報を取得するようになる。

０ ｱ 拡大表示制御部 「 「 「は、上記領域の拡大表示中に、制御部 1 1 3 (

移動量演算手段 ) によるタ ッチ位置の移動量が予め設定 した移動量の範囲内

で、上記タイマ 「０6 によ り計測 した時間に応 じて領域の拡大率を変えるよ

うにしてもよい。

０ この場合、上記拡大表示手段は、上記領域の拡大表示開始からの上記タイ

マによる計測時間が任意の時間経過する毎に、上記拡大率を予め設定 した上

げ幅で上げていく ことが望ましい。例えば、拡大率を上げる時間間隔を 「秒

とすれば、タ ッチ して最初の拡大率で拡大表示されたときから、 「秒経過す

る毎に、所定の上げ幅で拡大率を上げて拡大表示をする。 この拡大率の上げ

幅と、拡大率を上げる時間間隔との関係は、ユーザの使い勝手などを考慮 し

て適宜設定すればよい。

０ 以上の表示装置は、通信ネットワークに接続可能で、該通信ネットワーク



を介 して取得 した情報を表示する表示装置を備えた携帯端末に好適に用いら

れる。

０ 本発明は上述 した実施形態に限定 されるものではな く、請求項に示 した範

囲で種々の変更が可能である。すなわち、請求項に示 した範囲で適宜変更 し

た技術的手段を組み合わせて得 られる実施形態についても本発明の技術的範

囲に含まれる。

０ 最後に、携帯電話 「における各ブロック、特にC U ０「に含まれる制

御部 「 「3 は、ハー ドウェア ロジックによって構成 してもよいし、次のよう

に を用いてソフ トウェアによって実現 してもよい。

０ すなわち、制御部 「 「3 は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実

行する (c n ra proc s g Un ) 、上記プログラムを格納 したR

(「 ad O o ry) 、上記プログラムを展開する R A (「ando acc ss

o ry) 、上記プログラムおよび各種データを格納するメモ り等の記憶装置

( 録媒体 ) などを備えている。そして、本発明の目的は、上述 した機能を

実現するソフ トウェアである制御部 「 「3の制御プログラムのプログラムコ

ー ド (実行形式プログラム、中間コー ドプログラム、ソース プログラム) を

コ ンピュータで読み取 り可能に記録 した記録媒体を、上記帝 徒 き日「 「3 に供

給 し、そのコ ンピュータ (または や P U ) が記録媒体に記録 されて

いるプログラムコー ドを読み出し実行することによっても、達成可能である

０ ｱ 録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ

系、フロッピ (登録商標 ) ディスクイハー ドディスク等の磁気ディスクや

C D D DV D C D 等の光ディスクを含むディス

ク系、 Cカー ド (メモ リカー ドを含む) 光カー ド等のカー ド系、あるい

はマスク R O 三 P R O 三 三 P R O フラッシュR O 等の半導体

メモ り系などを用いることができる。

０ 8 また、制御部 「 「3 を通信ネットワークと接続可能に構成 し、上記プログ

ラムコー ドを通信ネットワークを介 して供給 してもよい。 この通信ネットワ



一クとしては、特に限定 されず、例えば、インターネット、イン トラネット

、エキス トラネット、」A N S D N V A N C A T V通信網、仮想専

用網 (v r u pr va n ork) 、電話回線網、移動体通信網、衛星通信網

等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒体としては

、特に限定 されず、例えば、 1 三 三 三 「 3 9 U 、電力線搬送、ケー

ブル V回線、電話線、A D S 」回線等の有線でも、 やりモ コ ンの

ような赤外線、 e h (登録商標 ) 、 8 ０ ・ 「 「無線、 D

R、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である

。なお、本発明は、上記プログラムコー ドが電子的な伝送で具現化された、

搬送波に埋め込まれたコ ンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。

産業上の木 用可能性

０ 表示領域が小さ く、且つタ ッチパネルを搭載 した表示装置において、ユー

ザの操作性を向上させることができるので、例えば携帯電話、 等の携

帯端末において有効に適用できる。

符号の説明

０ ０ 「 携帯電話

「０ 第 「僅体

「０a 操作面

2 ０ 第 2 僅体

2 表示面

2 「 ブラウザ画面

2 「 a 拡大窓

「０「 ディス プレイ

「０ ディス プレイ制御部

1 ０3 V R A

「０ タ ッチパネル

「０ タ ッチパネル制御部

「０6 タイマ



「０7 通信部

1 O 8 ブラウザ

「０9 フレ一ムバッファ

「 「０ ブラウザ制御部

「 「 「 拡大表示制御部

「 「 2 タ ッチパネル状態記憶 立Ⅰ 日

「 「 3 制御部

「 「4 キ一

「 「 5 モ一シ ョンセンサ一

2 ０「 C p U

2 ０2 R O M

2 0 3 R A M

2 「 「 人カ ・操作検出部

2 「 2 ネットワ一ク管理部

2 「 3 時間管理部

2 「4 処理実行部

2 「 5 拡大窓制御部

2 「 6 画面回転制御部

2 「 7 ぺ一ジ情報作成部

2 「 8 画面情報蓄積部

2 「 9 画面表示制御部



請求の範囲

請求項 表示パネル上にタ ッチパネルを重ねて配置 した表示装置において、

上記タ ッチパネルにおいてタ ッチされたことを検知するタ ッチ検知

手段と、

上記タ ッチ検知手段によって検知されたタ ッチ開始からの時間を計

測するタイマと、

上記タ ッチ検知手段によって検知されたタ ッチパネル上のタ ッチ位

置に対応する上記表示パネルにおける座標情報を取得する座標情報取

得手段と、

上記座標情報取得手段によ り取得された座標情報からタ ッチ位置の

移動量を求める移動量演算手段と、

上記タイマによる計測時間が予め設定 した時間を越え、且つ、上記

移動量演算手段によるタ ッチ位置の移動量が予め設定 した移動量の範

囲内であるとき、上記表示パネルにおける上記タ ッチ位置とは別の位

置に、上記座標情報が示す座標を中心にして予め定めた範囲内の領域

を拡大 して表示する拡大表示手段とを備えていることを特徴 とする表

示装置。

請求項 ｱ 拡大表示手段は、

領域の拡大表示中に、上記タ ッチ検知手段によ り、上記タ ッチパネ

ル上のタ ッチが解除されたことを検知 したとき、当該領域の拡大表示

を解除することを特徴 とする請求項 「に記載の表示装置。

請求項3 ｱ記表示パネルに表示されている画像に含まれている リンクを選択

したときに、選択 したリンクに対応付けられた情報を取得する リンク

情報取得手段をさらに備え、

上記 リンク情報取得手段は、

上記拡大表示手段によ り、拡大表示されている領域に含まれる リン

クが選択可能状態で、当該拡大表示が解除されたとき、上記 リンクに

対応付けられた情報を取得することを特徴 とする請求項 2 に記載の表



示装置。

請求項 ｱ ンク情報取得手段は、

上記拡大表示中の領域の予め設定 した位置に、リンクが移動 したと

きに、当該 リンクが選択可能状態であると判断することを特徴 とする

請求項 3 に記載の表示装置。

請求項 ｱ 拡大表示手段は、

上記領域の拡大表示中に、上記移動量演算手段によるタ ッチ位置の

移動量が予め設定 した移動量の範囲内で、上記タイマによ り計測 した

時間に応 じて領域の拡大率を変えることを特徴 とする請求項 「に記載

の表示装置。

請求項 ｱ 拡大表示手段は、

上記領域の拡大表示開始からの上記タイマによる計測時間が任意の

時間経過する毎に、上記拡大率を予め設定 した上げ幅で上げていく こ

とを特徴 とする請求項 に記載の表示装置。

請求項 通信ネットワークに接続可能で、該通信ネットワークを介 して取得

した情報を表示する表示装置を備えた携帯端末において、

上記表示装置は、請求項 「～6 の何れか 「項に記載の表示装置であ

ることを特徴 とする携帯端末。
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[ O O 6 5 ] (7 ア な し
JP 2008-217640 A ヤ プ株式会社 ) 2008. 09. 18, 全文、全図 (7 2 - 7
ア な し)

ヴ C 欄の続きにも文献か 挙 されて る。 ヴ ト ァ に関する別紙を参 。

ホ 引用文献の力テ の日の役に公表 された文献
A 特に関連のある文献てはな < 、 般的技術水準を示す ΓT 国際出願 日又は優先 日後に公表 された文献てあ て

もの 出願 矛盾するものてはな 、発明の原理又は理論
ΓE 国際出願 日前の出願または特許てあるか、国際出願 日 の理解のために引用するもの

以後に公表 されたもの ΓX 特に関連のある文献てあ て、 当該文献のみて発明
L 優先権主張に疑義を提起する文献又は他の文献の発行 の新規性又は進歩性かな 考えられるもの

日若し は他の特別な理 由を確立するために引用す ΓY 特に関連のある文献てあ て、 当該文献 他の 1 以
る文献 理由を付す) 上の文献 の、当業者に て自明てある組合 に

O 口頭によ る開示、使用、展示等に言及する文献 よ て進歩性かな 考えられるもの
p j 国際出願 日前て、か 優先権の主張の基礎 なる出願 r& j 同— テ ト ア ! 文献

国際調査を完了した日 国際調査報告の発送 日
1 9 . 0 1 . 2 0 1 0 0 2 . 0 2 . 2 0 1 0

国際調査機関の名称及ひあて先 特許庁審査官 権限のある職員 5 E 9 1 7 4

日本国特許庁 ( I S A ノ J P ) 山崎 慎
郵便番号 1 0 0 - 8 9 1 5

東京都千代田区霞か関三丁目4 番 号 電話番号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 1 内線 3 5 2 1

様式 P C T ノ I S A ノ2 1 0 (第 2 ) ( 2 0 0 7 午 4 月 )
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